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※提案に際し、最低１回の事業計画確認面談が必須です 

受付時間 9:00～16：00（休憩 12：00～13：00 を除く） 

※提案書受付最終日の 2 月 27 日(金)は 15：00 で締め切ります 

【問合わせ先・提出先】 

  公益財団法人 沖縄県産業振興公社 産業振興部 産業振興課 

流通環境整備支援事業   担当  添石、座波、平良、金城 

TEL 098-859-6239 / Email logigourika@okinawa-ric.or.jp 

※本事業は、内閣府の沖縄農林水産物条件不利性解消事業費補助金を活用した沖縄県の補助事業 

であり、沖縄県より（公財）沖縄県産業振興公社が運営委託を受けております。 
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 事業の概要 

（１）目的及び事業内容 

島嶼県である本県は、沖縄県から県外に出荷される県産農林水産物、北部市町村から県外

に出荷される地域特産物、並びに離島市町村から県内外に出荷される地域特産物について、

県外産地との競争条件において不利性を有しており、市場が限定され物流コスト等の面でも

不利な環境にあり、域外出荷が進まない要因となっています。 

公益財団法人沖縄県産業振興公社（以下、「公社」という。）は、沖縄県からの委託を受

け、県産農林水産物の輸送コストの低減及び総合的な流通の合理化に向け、持続可能な県外

出荷の物流ネットワーク構築等への実証事業の提案を広く公募します。 

本事業で採択され、沖縄県の補助金交付決定を受けた実証事業（以下、「補助事業」）につ

いて、補助事業に要する費用の一部が補助されます。 

また、公社の専門コーディネーターが提案書の事前相談から、提案内容のアドバイス、実

証事業の円滑な推進、実効性の向上を図る支援を行います。 

 

（２）事業の流れ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の流れは以下のとおりです。 
 

① 県から本補助事業の運営管理を受託している公社が実証事業を公募します。 

② 実証事業の応募を検討している企業等は、本事業の専門コーディネーターに事業計画確認面

談をしてください。※最低 1回は必須 

③ 企業等は受付期間内に提案書を提出します。 

④ 外部有識者等で構成する審査委員会により厳正な審査を行い、実証事業の提案内容を評価し

ます。評価にあたり、提案企業等には、審査委員会にて実証事業の内容に関するプレゼンテ

ーションを行って頂きます。 
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⑤ 審査委員会（外部有識者等）の審査の結果を受け、公社はその内容（採択・不採択）を企業

等に通知します。 

⑥ 採択通知を受けた企業等は、公社の専門コーディネーターとともに実証事業の提案内容及び

経費の精査等を行います。 

⑦ 精査後、企業等は補助金の交付申請書を公社に提出し、公社は取り纏めて県に提出します。 

⑧ 県は、補助金交付決定に係る最終手続きを経た上で、申請者に対し補助金の交付決定を書面

にて通知します。 

⑨ 県の交付決定後は、公社の専門コーディネーターのハンズオン支援のもと、申請した実証事

業を実施します。実証事業終了後には、県に対し実績報告書を提出します。補助金の交付

は、実績報告後の精算払いとなりますが、必要があると認められる場合は概算払いも可能で

す。詳しくは公社の専門コーディネーターへお問い合わせください。 

 

 応募の要件 

実証事業に係る応募要件 

・提案する実証事業の内容が、持続的な県産農林水産物の輸送コストの低減及び総合的な流通

の合理化（生産者や出荷者の課題解決または所得向上等）につながることが見込まれるこ

と。（提案書に生産者や出荷者の課題と実証における仮説および目標設定、最終ゴールの目標

（数値等）を記載すること）。 

・実証事業の取組により、県内経済への波及効果が見込まれること。 

・提案する実証事業に係る事務や経理が行える十分な管理体制及び処理能力を有すること。 

・公社の専門コーディネーターのハンズオン支援に対し、連携、協力ができること。 

・採択企業が主体的に、かつ誠実に申請内容に則って実証事業を推進すること。 

・県及び公社に対し、定期的(月 1回)に実証事業の進捗状況や成果を報告すること。 

・共同事業体を構成する場合、企業の連名による共同事業体協定書（各構成員の代表者印を押

印）を締結し、各構成員の役割や費用分担等を明確化し、相互協力できる体制を構築するこ

と。 

・実証事業の内容や成果について公表することに了承すること。 

・実証事業の実施期間及び実証事業終了年度の翌年度から５年間は、県や公社の実施する調

査、取材等に応じること。 

※当該年度に、当該事業以外の国・県等が支援する補助事業に採択された実証事業やプロジェ

クト(事業内容や経費が重複しているもの)は、補助対象になりません。 

 

実証事業の対象者 

県産農林水産物の輸送コストの低減、総合的な流通の合理化等の実証事業の提案及び実施が可

能な以下のいずれかの者 
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① 沖縄県内北部市町村及び離島市町村 

② 沖縄県内に事業所を有する法人、代表事業者が沖縄県内に事業所を有する法人である共同事

業体（役割や費用の分担等が協定書等により定められているものに限る。） 

 

なお、沖縄県内北部市町村及び離島市町村とは、具体的には以下に定める地域とする。 

※「北部市町村」とは、名護市、国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、恩納村、宜

野座村及び金武町をいう。 

※「離島市町村」とは、石垣市、うるま市のうち津堅島地区、宮古島市、南城市のうち久高

島地区、伊江村、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村、伊平屋

村、伊是名村、久米島町、多良間村、竹富町及び与那国町をいう。 

 

実証事業の対象となる農林水産物 

沖縄県内で生産された農林水産物（水産物については県内で水揚げされたもの）。 

なお、次に掲げるものは適用を除外するものとする。 

① サトウキビ 

② 食品表示法で定める加工品 

※ただし、飲食料品の原料又は材料（例：ペースト、ピューレ）として出荷するものは対象

となる場合があります。 

③ 上記以外で県外出荷が禁止されているもの 

 

 補助事業の具体的な内容 

（１）補助内容 

①補助上限額：2,000 万円 （税抜き） 

②補 助 率：1年目 10/10 以内、2年目 9/10 以内、3年目 8/10 以内 

※ただし、北部・離島市町村については、2年目以降も 10/10 以内 

 

（２）補助金の交付予定件数（実証事業採択予定件数） 

２～４件程度 

 

（３）補助対象期間 

交付決定日から令和9年2月28日まで 

※本事業の補助対象期間は 1事業年度ですが、年度ごとに進捗、成果等を検証し、当該年度

内に実施する継続審査会にて実証事業の継続が認められた場合、最長 3事業年度（令和 10

年度）まで、継続して実施することができます。 
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（４）公社専門コーディネーターによる支援 

補助金の交付決定を受けた実証事業計画を共に推進するため、公社の専門コーディネータ

ーが、実証事業に対する助言、経理検査、進捗管理等を実施します。 

 

（５）補助対象経費 

対象経費は下記の項目別に経費内訳書に記載してください。 

区分 補助対象経費 内 容 

人件費 

(注2) 

職員人件費 

 

 

 

事務補助員賃金 

補助事業に従事する者の直接作業時間に対する給料その他手当及び法

定福利費の補助事業者負担分。ただし、福利厚生に係る諸手当、賞

与、時間外手当、役員報酬は除く。 

 

補助事業に従事する事務補助員等に対する賃金 

事業費 

賃金 

 

旅費 

 

備品購入費 

 

 

 

需用費 

 

 

役務費 

 

 

委託料 

 

 

 

使用料及び 

賃借料 

 

報償費 

 

 

その他事業 

に必要な経費 

事業実施に必要な一時的アルバイト等に要する賃金 

 

事業実施に必要な出張又は専門家等招聘に要する経費 

 

事業実施に必要な物品（形状及び性質をかえることなく比較的長期間

の使用又は保存に耐え得るもので一品の取得価格が（税抜）454,546円

未満のもの）の購入に要する経費 

 

事業実施に必要な消耗品費、燃料費、印刷製本費等であって、当該事

業のために使用されることが確認できる経費 

 

事業実施に必要な広告宣伝費、保険料、デザイン料、通信運搬費、原

稿料等に要する経費 

 

事業実施に必要な業務のうち、補助事業者が直接実施することができ

ないもの又は適当でないものについて、他の事業者に行わせるために

必要な経費 

 

事業実施に必要な会場使用料、駐車場使用料、機械設備等の使用料等

に要する経費 

 

外部専門家等に対する謝礼金や事業協力等に対する謝礼として支払わ

れる経費 

 

事業実施に必要な経費であって、他のいずれの区分にも属さないも

の。当該事業のために使用されることが特定、確認できるもの。 

   (注 1) 補助事業の詳細は、「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和 30年法

律第 179 号）」、「沖縄県補助金等の交付に関する規則（昭和 47 年沖縄県規則第 102

号）、「沖縄農林水産物条件不利性解消事業費補助金交付要綱（令和 7 年 3月 28 日府政

沖第 132 号）」、「おきなわ農林水産物県外出荷促進事業（流通環境整備）補助金交付要

綱（令和 7年 11 月 20 日施行）」に基づきます。 

   また、各経費の経理処理については経済産業省の「補助事業事務処理マニュアル

（R4.6）」を準用します。 

   https://www.meti.go.jp/information_2/publicoffer/jimusyori_manual.html 
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   ※マニュアル中「経済産業省担当者」は「公社担当者」に読み替えてください。 

   (注 2) 人件費の経理処理については、補助事業事務処理マニュアル 11 ページの【手法 2：健

保等級単価計算】を適用します。なお、提案書作成時の人件費の積算にあたっては、

別表「等級単価一覧表 令和７年度適用」（労務費単価：A 欄）を用いるものとしま

す。補助金の交付決定後は、交付決定時点で有効な等級単価一覧表に基づき、人件費

を算定・精算します。 

 

（６）補助対象外経費 

① 消費税及び地方消費税等の租税公課 

② 建物等施設の建設及び不動産の取得に関する経費 

③ 不動産以外の財産権の取得に関する経費 

④ 補助事業の業務以外に従事した分の人件費及び賃金 

⑤ 事業の期間中に発生した事故又は災害の処理のための経費 

⑥ 補助対象期間以外に契約・発注、納品・検収、支払等を行った経費 

⑦ パソコンや携帯電話、デジカメ等、本事業以外に汎用性のある機器に対する経費 

⑧ その他、県及び公社が適切でないと判断する経費 
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 応募方法 

     （１）事業計画確認面談 

応募にあたり、最低 1回の面談を とします。 

事業計画確認面談は、本事業担当の公社専門コーディネーターが実証事業に対する的確性や

有効性、実証事業の内容（課題が明確で、輸送コストの低減及び総合的な流通の合理化につな

がるか等）の相談に応じます。面談にあたっては、4.(2)提出資料の③事業計画書および④経

費内訳書を事前にご提出いただくものとします。 

1 回あたりの面談時間は、プロジェクト 1件あたり 1時間程度とさせていただきます。 

※事業計画確認面談は必ず公社担当までご連絡の上、面談予約をお取りください。 

※制度内容等に関する単なる問い合わせは、事業計画確認面談の回数には含まれません。 

 

（２）提出資料 

以下の提案書類、添付資料等を提出して頂きます。 

【提案書類】 ①～⑤は、通しページ番号を中央下に記入（手書き可） 

① 提案書  

② 企業概要書 

③ 事業計画書 

④ 経費内訳書 

⑤ 収支予算書 

⑥ 実証事業概要書 

 

【添付資料】 

<市町村の場合> 提出不要 

 

<市町村以外の場合> ⑦～⑪は共同事業者も要提出 

⑦ 誓約書 

⑧ 会社の登記簿謄本（履歴事項全部証明書）（原本）※発行日から３ヶ月未満のもの 

⑨ 会社の定款（写し） 

⑩ 納税証明書（原本）※発行日から３ヶ月未満のもの 

ア 「法人税及び消費税及地方消費税」の納税証明書（証明書の種類：「その３の３」） 

  取得場所：税務署 

イ 県税の納税証明書 （証明税目：県税全税目、証明事項：滞納がないこと） 

  取得場所：県税事務所 

⑪ 直近２ヶ年の事業報告書及び決算書（損益計算書、貸借対照表） 

※法人設立後１年に満たない場合は、直近月末時点の試算表の提出でも可とします 

⑫ 令和８年度共同事業体協定書（各構成員の代表者印を押印したもの） 
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【その他】（任意） 

・補足資料（任意様式、会社案内、製品等のパンフレットがあれば添付） 

 

【提案書類】【添付資料】【その他】各 1部を持参又は郵送によりご提出ください 

 

 

 

 

 

（３）提案書受付期間 

令和 8年 2月 24 日(火）～令和 8年 2月 27 日(金) 

受付時間 9:00～16：00（休憩 12：00～13：00を除く） 

※ 最終日の 2月 27 日(金)は 15:00 で締め切ります。 

最終日は、混雑が予想されますので、時間に余裕をもって提出してください。 

 

 

 

 

 

 

（４）提案に関する注意 

① 当該事業に提案及び申請した実証事業の内容で国、公共団体、またはそれらに準ずる公的

補助制度による補助（委託事業を含む）を受けている場合、本補助金の審査の対象から除

外され、採択や交付決定は取り消されます。 

② 交付が決定されても、補助金交付額は、実証事業終了後の確定検査の結果により、申請額

と異なる場合があります。 

③ 補助金が申請者に支払われるのは、原則確定検査後になります。 

④ 補助金が交付決定された場合は、申請者の企業名、実証事業の内容などを一般(新聞、ホー

ムページ等）に公表することがあります。 

⑤ 本事業の成果を事業終了後、事例集等で公表することを予定しております。 

⑥ 事業終了後の動向や波及効果等について、フォローアップ評価（追跡調査）を行うことが

あります。 

⑦ 当該実証事業により取得した成果物に関する産業財産権は、県に届け出る必要がありま

す。当該産業財産権による収益が生じたときは、県に収益状況報告書を提出し、県への報

告に基づき相当の収益を生じたと認められるときには、当該申請事業者に対し、交付した

１ 

注意 

・書類に不備がある場合は審査の対象となりません。提案書類を必ず確認してから提出してください。 

・郵送の場合でも、提案書受付期間の締切までに到着したものに限ります。 

・期限を過ぎてからの提出、差替えは受付けませんので、期限に余裕を持って提出してください。 

・ＦＡＸ及びメールによる提出は受け付けません。 

・なお、提出された書類は返却しませんので、予めご了承ください。 

・全て A４片面印刷 

・クリップ止め 

・提案書類は①～⑤ページ番号を付す 
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補助金の全部または一部に相当する金額を県に納付させる場合があります。 

⑧ 補助金に係る経理について、証憑類を整理し、かつこれらの書類を事業期間の終了年度の

翌年度以降５年間保存する必要があります。 

 

 審査及び補助金の交付決定 

（１）審査の流れ 

① 一次審査（要件審査、書類審査） 

対象要件、実証事業の提案内容に関する審査を行います。 

※一次審査の結果は3月上旬までに通知します。 

② 二次審査（外部有識者等による審査委員会）：令和8年3月18日（水）予定 

外部有識者等による審査委員会にて提案された実証事業の内容の審査を行います。 

二次審査では、事前に提出していただいた実証事業概要書に基づき、提案者によるプ

レゼンテーションを行い、実証事業の内容の評価を行います。 

※二次審査の結果は3月下旬頃に通知します。 

なお、上記審査は非公開で行いますので、審査結果や、審査の経過等に関する問い合

わせには一切応じられませんので、予めご了承の上、提案してください。 

 

（２）審査基準 

     主に以下の項目を重点的に評価し、総合的な審査を行います。 

① 有効性 

② 経済性 

③ 計画性・実行性 

④ 継続性・自走化 

 

（３）審査結果の通知と本申請 

     審査結果（採択の可否）については、上記の審査の流れを経て、公社から提案者に通知しま

す。 

提案した実証事業の採択通知を受けた企業等は、県から補助金の交付決定を受けるため

に、改めて県へ補助金交付申請書（本申請）を提出しなければなりません。申請書を提出し

た後、県の最終手続を経た上で、県は正式に補助金の交付決定を書面により通知いたしま

す。 

 

（４）交付決定の取り消し 

申請内容の虚偽、補助金の重複受給が判明した場合は、補助金の交付決定を取り消し、補助

金の返還請求、罰金の適用などを行うことがあります。 
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 本事業における利益等排除について 

 本補助事業において、補助対象経費の中に補助事業者の自社製品の調達または関係会社から

の調達分（工事を含む。）がある場合、補助事業の実績額の中に補助事業者の利益等相当分が含

まれることは、調達先の選定方法如何に関わらず、補助金交付の目的上ふさわしくないと考え

られます。 

 そこで本事業においても今後の検査業務等に資することを目的として、下記のとおり利益等

排除方法を定めます。 

 

（１）利益等排除の対象となる調達先 

 補助事業者が以下の①～③の関係にある会社から調達を受ける場合（他の会社を経由した場

合、いわゆる下請会社の場合も含む。）は、利益等排除の対象とします。 

 利益等排除の対象範囲には、財務諸表等規則第 8 条（大蔵省令第 59号）で定義されている親

会社、子会社、関連会社及び関係会社を用います。 

①補助事業者自身（代表事業者、共同事業者） 

②同一の資本に属するグループ企業からの調達の場合 

③補助事業者の関係会社（上記②を除く） 

 

（２）利益等排除の方法 

①補助事業者の自社調達の場合 

 原価をもって補助対象額とします。この場合の原価とは、当該調達品の製造原価をいいま

す。 

②100%同一の資本に属するグループ企業からの調達の場合 

 取引価格が当該調達品の製造原価以内であると証明できる場合は、取引価格をもって補助

対象額とします。これによりがたい場合は、調達先の直近年度の決算報告（単独の損益計算

書）における売上高に対する売上総利益の割合（以下「売上総利益率」といい、売上総利益

率がマイナスの場合は 0とします。）をもって取引価格から利益相当額の排除を行います。 

③補助事業者の関係会社（上記②を除く。）からの調達の場合 

 取引価格が製造原価と当該調達品に対する経費等の販売費及び一般管理費との合計以内で

あると証明できる場合、取引価格をもって補助対象額とします。これによりがたい場合は、

調達先の直近年度の決算報告（単独の損益計算書）における売上高に対する営業利益の割合

（以下「営業利益率」といい、営業利益率がマイナスの場合は 0とします。）をもって取引

価格から利益相当額の排除を行います。 

 

注）「製造原価」及び「販売費及び一般管理費」については、それが当該調達品に対する経

費であることを証明して頂きます。また、その根拠となる資料を提出して頂きます。 
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令和 年 月 日 

 

公益財団法人 沖縄県産業振興公社 

理事長 末吉 康敏 殿 

 

【申請者】〒000-0000 

住 所: 

団体名: 

代表者: 

電話番号: 

 

 

令和8年度「沖縄県農林水産物 流通合理化実証事業」提案書 

 

 

 

「沖縄県農林水産物 流通合理化実証事業」について、関係書類を添えて提案いたします。 

 

 

 

実証テーマ名 

 

 

事業費総額  金 ●●●,000 円（消費税抜き） 
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企業概要書 ※共同事業体の場合は、構成する事業者についても提出してください。 

（１）会社概要 

団 体 名 
株式会社○○○○ 
（○○カブシキガイシャ○○○○） 

代 表 者 名 ○○ ○○（○○ ○○） 

本 社 所 在 地 ○○県○○市○○ ※登記住所が異なる場合は併記ください 

Ｔ Ｅ Ｌ ○○○－○○○－○○○ 

設 立 年 月 ○年○月 

業 種 ○○○業（事業内容：○○○○） 

資 本 金 ○○百万円 

従 業 員 数 ○名（うちパート ○名） 

 

（２）現在の事業内容及び財務概要 

①現在の事業内容 

○○事業：○○○○の製造販売（取引先：○○株式会社、○○株式会社、○○等） 
○○事業：○○○○サービスの提供（取引先：○○株式会社、○○株式会社、○○等） 
 
 

 

②損益計算書（直近２期分）           （単位：千円） 

 ○年○月期 ○年○月期 

売 上 高 ○○,○○○ ○○,○○○ 

売 上 総 利 益 ○○,○○○ ○○,○○○ 

営 業 利 益 ○○,○○○ ○○,○○○ 

経 常 利 益 ○○,○○○ ○○,○○○ 

当 期 純 利 益 ○○,○○○ ○○,○○○ 

 

③貸借対照表（直近２期分）           （単位：千円） 

 〇年〇月〇末 〇年〇月〇末 

流 動 資 産 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

固 定 資 産 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

資 産 合 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

流 動 負 債 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

固 定 負 債 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

純 資 産 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

負 債 ・ 純 資 産 合 計 ○○,○○○ ○○,○○○ 

※適宜修正して記入ください。 
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（３）補助事業に関連する事業実績、公的助成制度活用の有無 

制 度 の 名 称 

○○○○ 
※国や自治体、公的機関等から農林水産物事業、物流に関する委託や

補助金を受けたことがある又は申請中のものがある場合に記載す
る。（直近３カ年分）。実績が多数ある場合は、直近事業のみ記載。 

※不合理な重複及び過度の集中の排除を行うために必要な範囲内
で、提案内容の一部を他の公的助成制度担当機関に情報提供する
場合がある。 

実施機関の名称 ○○○○ 

事 業 概 要 
○○○○ 
※本補助事業との違いを明確にして記載 

事 業 期 間 ○年○月 ～ ○年○月 

補助金額（委託） ○○,○○○千円 
 

制 度 の 名 称  

実施機関の名称  

事 業 概 要  

事 業 期 間  

補助金額（委託）  
 

制 度 の 名 称  

実施機関の名称  

事 業 概 要  

事 業 期 間  

補助金額（委託）  
 

制 度 の 名 称  

実施機関の名称  

事 業 概 要  

事 業 期 間  

補助金額（委託）  
 

制 度 の 名 称  

実施機関の名称  

事 業 概 要  

事 業 期 間  

補助金額（委託）  
 

制 度 の 名 称  

実施機関の名称  

事 業 概 要  

事 業 期 間  

補助金額（委託）  
 

※２頁以内に収まるように要旨を簡潔に記載ください。 

 

 



☑新規 □継続 ※該当する方に☑ 

令和８年度 沖縄県農林水産物 流通合理化実証事業 

事業計画書 

 

実証テーマ名 ※事業実施内容を端的に表したテーマとする。（全角 30 文字まで） 

事業の申請者 
(代表事業者) 

団体名 ○○○○ 
代表者 役職・氏名 〇〇 〇〇〇〇 
所在地 〒000-0000 沖縄県○○市○○○○○○○○○○○○○○ 

事業実施の 
担当者 

（代表事業者） 

事業実施の責任者 
部署名・役職名・氏名 所在地 

〇〇 〇〇〇 〇〇太郎 〒000-0000 
沖縄県○○市○○○○○
○○○○○○○○○ 

電話番号 FAX 番号 E-mail 
098-000-0000 098-000-0000 aa01234566@ab

cd.co.jp 
事業実施の担当者（事業の窓口となる方） 

部署名・役職名・氏名 所在地 
〇〇○○○ 〇〇○○ 〇〇○次郎 
〇〇○○○ 〇〇○○ 〇〇○花子 

〒000-0000 
沖縄県○○市○○○○○
○○○○○○○○○ 電話番号 FAX 番号 E-mail 

098-000-0000 098-000-0000 aa01234566@ab
cd.co.jp 

事業の主たる
実施場所 

○○○○○○○○○(地域、物流拠点等を記入) 

共同事業者 
団体名 

事業実施責任者 

部署名・役職名・氏名 連絡先 

〇○○○ 〇〇○○○ 〇〇○○ 〇〇
○花子 

098-000-0000 
aa01234566@abcd.co.jp 

 ※共同事業体の場合は、欄を追加し構成する事業者も記入してください。 

 

 事業実施期間  令和 年 月 日 ～ 令和 年 月 日 

 

対象となる農林水産物 〇○○○ 

生産地 〇○○○ 

 

事業の目的・概要 

（記入例） 

 

１．  目的 

 

２．  事業の概要 

（県産農林水産物の輸送コストの低減及び総合的な流通の合理化に向けた実証事業と

なっているか。） 

 

 

 

 

 



事業の取組内容 

※生産者または出荷者の課題と、解決策の仮説の設定、今回の実証事業で取り組みたい

内容（検証項目）、およびゴールを明確にする。 

１．実施項目Ａ 

 【課題】 

 

【課題解決に向けた仮説等】 

※課題を踏まえた適切な仮説が設定されているか。 

 

【今年度の取り組み】 

 

【期待する成果】 

 

 

 

 

事業効果 

※実証を行うことにより得られる効果、事業化された場合に得られる効果について記入

する。 

（持続可能な県外出荷等の物流ネットワークの構築に向けた取り組みであるか。） 

（実証事業で扱う設備・システム等は技術実証が可能な成熟度であるか。） 

 

※計画値については、算定根拠を記載する。 

（記入例） 

１．想定輸送コスト・作業コスト等を算出する。 

202×年 ○○円 

202×年 ○○円 

202×年 ○○円 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

２．その他利用率等、合理化や効率化の指標を算出する。 

202×年 ○○％ 

202×年 ○○％ 

202×年 ○○％ 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

※補助事業終了後においても継続（自走化）できるプランになっているか。 

 

  



事業の実施体制 

※記入にあたっては、共同事業体の場合、共同事業者や機関についてそれぞれの役割が分

かるよう記入ください。各主体の役割を明記し、フロー図を作成して下さい。 

※会社組織図ではなく、補助事業を遂行する体制（役割分担）を記載して下さい。 

※図中には、担当者の氏名・職名を記載して下さい。 

 補助事業者、共同事業者において人件費を計上する担当者は必ず記載してください。 

（記入例） 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属(社名・部

署) 

氏名 担当業務 人件費計上 

㈱〇〇 〇〇部長 〇〇 〇〇 事業統括 無 

㈱〇〇 〇〇部 〇〇 〇〇 営農管理 有 

    

    

 

 

株式会社○○

・実施場所：○○（名護市）

・事業項目：○○農産物販売

・主要スタッフ：

統括 ○○

主担当 ○○

副担当 ○○

経理・事務 ○○

【共同事業契約等】  

Ａセンター

・実施場所：○○センター（今帰

仁村）

・調査実証項目：○○集約拠点

・主要スタッフ：

統括 ○○

主担当 ○○

副担当 ○○

経理・事務 ○○

沖縄県 

補助 

共同事業 

【委託】  

株式会社〇〇

・実施場所：○○（那覇市）

・調査実証項目：○○測定

・主要スタッフ：

○○ ○○

○○ ○○

補助事業者 構成員 

外注 

【外部専門家】  

〇〇大学 〇〇学部

・実施場所：○○（那覇市）

・調査実証項目：○○測定

・教授 ○○

助言 



事業実施に関連する特記事項 

※補助事業遂行上、許認可、権利関係等関係者間の調整が必要となる事項と現状と対策

について記入する。 

 

 

 

事業実施スケジュール 

※補助事業の実施内容や工程等実施計画を具体的に記入する。 
 実施項目が複数ある場合はそれぞれについて記載してください。 

※詳細の実施スケジュールを、別紙として添付することも可。 

【実施項目Ａ】 

 2026 年度 2027 年度 2028 年度 

 4-6 

月 

7-9 

月 

10-12 

月 

1-3 

月 

4-6 

月 

7-9 

月 

10-12 

月 

1-3 

月 

4-6 

月 

7-9 

月 

10-12 

月 

1-3 

月 

計画 
 

           

実行             

検証             

 

 

 

事業化に向けたスケジュール(複数年度) 

※実証開始から事業化までのスケジュールについて具体的に記入する。 

※詳細の実施スケジュールを別紙として添付することも可。 

 

 2026 

年度 

2027 

年度 

2028 

年度 

2029 

年度 

2030 

年度 

2031 

年度 

2032 

年度 

実施項目Ａ        

実施項目Ｂ        

実施項目Ｃ        
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誓約書 

 

 

○○（団体名）○○ 

○○（代表者の氏名）○○   印 

 

 

 私は、沖縄県農林水産物 流通合理化実証事業を提案するにあたり、沖縄県暴力団排除条例第２条第２

号に規定する暴力団員又は暴力団員と密接な関係を有する者に該当しないことを誓約します。 

 

（参 考） 

沖縄県暴力団排除条例 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

(１) 暴力団 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号。以下

「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。 

(２) 暴力団員 法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。 

 

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 

第二条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

 二 暴力団 その団体の構成員（その団体の構成団体の構成員を含む。）が集団的に又は常習的

に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれがある団体をいう。 

 （中略） 

六 暴力団員 暴力団の構成員をいう。 

 

共同体構成員の企業等も組織毎に 1 枚作成
の上、ご提出ください。 


